










一九三七年） 、 『小唄の歴史』 （芸能文化研究会
　






















































だ。また、節のうち翻刻できない部分を影印で示した。【翻刻】抑豊後節は都太夫一中を大祖として宮古路豊後掾 流れを汲高弟常盤津文字太夫同小文字太夫常盤津より分ッて富本の派を立る元祖富本筑前掾二代目豊前掾依之小文字太夫の名前今以て富本代々預り置常盤津文字太夫と改名之節小文字太夫の名前富本に返し来る一人多く遊藝といやしめとも其もと 六藝 楽器より出て大に行ひ
貴人もこれを好み己の藝拙き故人を謗り又は人に謗らる鍛錬して其道に入時は自然と六藝 楽器にかなふ
一稽古に神變といふ事有ならふて心面白く思ひひたすらに好み朝夕
片時も忘れす工夫をめくらし執行なせば必衆人の及はさる一徳自備る情氣を入て学ふ 未熟 いふ事 し一日片時 怠 一生の怠と知 へし右は宮古路雪月花扇拍子本練の巻 見ゆ
一詞訛の論義太夫は京大坂にて生發故上方訛豊後節は東都にて生發














































































































































































































































































































最初の 「ぶし訛」 は 「武士訛」 ではなく、 「譬は」 以降の説明によっ
て「節訛」であることがわかる。詞章の句切りを「切れ字」としており、三味線に付かずに語ることを解説している。 「豊後節の奥儀は切レ字」としているところから、 「切れ字」によって節訛になること 、豊後節では致し方ないこととしたのである。「切れ字」と「節訛」については、義太夫節の伝書『停雲秘録』にも次のような解説がみられる。





















































































































い。しかし、 「虎の巻」には、音曲の伝書であることを述べたあとに「斎宮大和大掾藤原孝之 の署名がみられる。四代目富本斎宮太夫が一時別派を立てて 斎宮大和大掾」を名乗ったが、その著述とするには、五世延寿太夫にとって、代々伝わった「虎の巻」とすることは考え く
また、 「虎の巻」には、五十音図や 替リ開合之口傳」が書かれ
ている。当該巻子にも 十音につい の記述があるが、さらに詳しいものである。ただし、どちらの五十音図も「お」 「を」の所属が現在の五十音図と同じであり、 『浄瑠璃秘曲抄』 （寛延元
（一七四八）
年） 、 『浄瑠璃道之枝折』 （明和八
（一七七一）
年） 、 『浄瑠璃節章揖』 （安
永六
（一七七七）


































とに私は目を付けて嚴しく申しましたが 昔は口のあけたてといふものを確り小言を云ふ位ひ もので、母音は何うで るといふことを嚴格に云ふ人は無かつたので、何うも清元は文句が分らないと宜く云 れました。
太夫にとっては、右のように口型が大切であることを述べている。
さらには「發聲と齒」の一章を設け、 「浄瑠璃を語るのには聲や節廻しのみ氣を付けても、口 形に注意しなければ何にもなりません。 」として、口の形、入れ歯とのことなどを詳しく書いている。
浄瑠璃を語るには、母音、子音と調音方法を正確に捉えておく必
要があり、さまざまな浄瑠璃の稽古手引きが音韻表を掲げているのであろう。
以上、浄瑠璃の語り方、句の切り方、節の研究など、日本音楽の
研究者によってさらに検討を加えていただき、本資料の特徴が明確になることを願い、翻刻を行った。参考文献
芸能史研究会編『日本庶民文化史資料集成
　
第七巻
　
人形浄瑠璃』三一書
房、一九七五年
平野健次・上参郷祐康・蒲生郷昭監修『日本音楽大事典』平凡社
　
一九八
九年
　
本稿をなすにあたり、日本女子大学文学部学術研究員の配川美加氏にご
助言をいただいた。ここに御礼申し上げる。
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贈
　
雑
　
誌（四）
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